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はじめに

今までできたこと

内示変動なしについて，ばらつき，リードタイム，倍数ロットによ
るロットまとめの影響把握を行い，特に，ロットまとめが入った時
は単調変化ではないことを示した．

これからの進め方

1 残っているものに対してのシミュレーション

2 関連論文のサーベイ

3 科学的根拠の発見



1. はじめに

2. 数値実験の結果

3/6

シミュレータについて

内示，基準搬入量，工場使用量，安全在庫目標，繰越在庫の初期値
のパラメータを与えると 1000日分のブルウィップ効果を含む様々
な結果を表示する．繰越在庫が安全在庫目標の２分の１以下の場合
に発注し，その不足量を発注量とする．

図 4　シミュレータ



1. はじめに

2. 数値実験の結果

4/6

今回導入した要因

最小ロット数

最小ロット数は，部品を買うときの最低限発注しなければいけない
量を表す．例えば，このシミュレータであれば，最小ロット数が
2000の場合は，緊急発注量に 2000未満の数字が入った時に，緊急
発注量を 2000にする．
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結果１

表１　最小ロット数と需要のばらつきによるブルウィップ効果

需要のばらつきが大きくなると、ブルウィップ効果は大きくなる．
最小ロット数が大きくなると，ブルウィップ効果は小さくなる．ブ
ルウィップ効果は，単調的な変化となった．
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結果２

表２　リードタイムと最小ロット数によるブルウィップ効果

ロット数が一定で，リードタイムが大きくなると，ブルウィップ効
果は大きくなる．リードタイム一定では，リードタイム 30日の場
合を除いて，ロット数の変化に対して効果は単調的な変化となった．
リードタイム 30日の場合に変化が少なかったのは，ほとんど発注
が行われないため緊急発注量が膨大になり最小ロット数によって制
御されるのが最初の発注のみとなるからである．
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